一般交通方法の経済的意義とその特質 by 今野 秀輔
商
業
と
經
濟
一
般
交
通
方
法
の
經
濟
的
意
義
と
其
特
質
D
r
．
E
m
i
l
 
S
a
x
　
原
著
今野秀輔譯
緒
　
　
　
言
ド
ク
ト
ル
、
エ
ミ
ー
ル
、
ザ
ッ
ク
ス
は
、
経
済
単
著
に
し
て
交
通
諭
交
通
政
策
の
権
威
な
ら
。
一
八
四
五
年
二
月
八
日
填
土
利
シ
ユ
レ
ジ
エ
ン
の
ヤ
ウ
エ
ル
ニ
ヒ
（
J
a
u
e
r
n
i
g
）
に
生
れ
、
維
納
大
軍
に
学
び
一
八
六
七
年
巴
里
世
界
大
博
覧
倉
の
墳
土
利
側
委
員
の
秘
書
ど
な
る
。
後
　
K
O
n
Z
i
p
i
s
t
a
n
d
e
㌔
G
e
w
e
r
b
e
〓
u
n
d
□
a
n
d
e
－
s
k
a
m
ヨ
e
r
ど
な
り
、
其
側
ら
同
地
の
工
業
専
門
畢
校
講
師
と
し
て
、
又
尭
納
大
軍
の
講
師
さ
し
て
講
苛
を
澹
営
せ
り
。
一
八
七
九
年
プ
ラ
ー
ク
（
P
r
a
g
）
大
軍
の
教
授
ど
な
る
。
同
年
壌
土
利
の
衆
議
院
議
員
に
選
醤
さ
る
。
後
又
維
納
大
軍
の
教
授
ど
な
り
L
が
、
一
八
九
三
年
教
職
を
退
き
て
目
下
イ
ス
ト
リ
エ
ン
（
I
s
E
e
。
）
の
フ
オ
ロ
ス
カ
（
く
0
－
O
S
k
a
）
に
在
り
て
時
々
域
造
雑
誌
に
寄
稿
せ
り
。
著
書
中
代
表
的
の
も
の
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
し
。
一
、
国
民
経
折
及
び
国
家
経
済
上
に
於
け
る
交
通
方
法
。
（
D
i
e
く
e
r
訂
－
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r
S
n
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i
t
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〓
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－
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∞
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．
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一
、
国
民
経
済
撃
の
性
嚢
と
其
任
務
。
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一
、
理
論
的
国
家
経
済
軍
。
（
G
r
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n
d
－
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u
－
毒
　
d
e
r
 
t
h
e
O
r
e
訂
c
h
e
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又
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5
Eく
印。
roロ
ヴ
R
m
)
の
編
纂
に
か
、
る
、
ZPH丘
σ戸
の
「
己
O
門
司
OHFrの
roHHcroHMOSF
中
の
一
論
文
ht吋
3
5句
0
2
u
c
E
(
U
0
5
5
5
K
E
oロ
ω巧
2
2
ご
(
淫
詮
及
逓
信
)
は
極
め
て
有
名
な
る
も
の
な
り
。
本
校
の
武
藤
波
授
は
第
二
に
泉
げ
た
る
著
書
の
改
訂
第
二
版
、
一
般
交
通
論
、
第
一
容
(
何
日
円
。
円
回
日
{
〕
仏
〉
一
応
O
Bれ
一
回
目
〈
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r
o
r三
島
円
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u
国
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阿
古
∞
)
?
戒
せ
ら
る
。
本
校
同
品
首
位
に
も
備
付
け
あ
る
や
}
以
て
、
誌
を
苅
求
刑
其
任
に
非
。
さ
れ
ど
も
拙
諮
ぞ
試
み
た
b
、
起
稿
に
際
し
種
々
の
注
怠
ご
援
助
を
待
た
る
事
を
武
膝
数
授
に
謝
す
。
目
次
受
話
方
法
芝
町
(
完
成
の
影
山
引
い
に
よ
る
紐
源
的
援
話
。
一
、
統
一
的
経
前
器
総
上
に
於
げ
あ
物
生
活
及
び
祉
人
羽
生
活
上
の
ニ
主
任
務
。
二
、
交
誼
方
法
の
完
成
、
立
(
方
向
及
び
度
合
。
三
、
直
接
の
経
済
的
影
告
、
貨
物
販
安
施
力
の
披
張
。
四
、
物
質
に
及
ぼ
ぜ
あ
mu一世。
玉
、
・
妹
に
物
侃
平
均
に
就
ミ
ぜ
て
六
、
消
費
地
に
到
す
ろ
侭
絡
の
低
滞
。
七
、
貨
物
の
湿
な
貸
さ
交
換
伺
位
同
の
問
係
。
一
般
交
通
方
誌
の
結
前
的
古
内
輔
さ
其
特
質
統
一
的
経
済
的
基
礎
の
上
に
於
け
る
物
生
活
及
び
一
粧
台
生
活
上
交
通
の
二
主
任
務
人
類
生
活
の
総
範
固
に
於
け
る
交
通
方
泌
の
地
位
は
二
重
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
交
通
は
物
生
活
の
補
助
機
関
で
あ
り
他
方
非
経
済
的
目
的
守
山
達
成
す
る
手
段
で
あ
る
。
比
一
平
は
交
遮
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
中
に
て
、
貨
物
の
交
通
、
旅
客
の
交
通
、
通
信
に
つ
き
静
岡
成
る
。
物
生
活
の
補
助
機
関
た
る
賂
に
於
て
は
、
交
遮
は
場
所
的
に
行
は
る
¥
A
財
の
交
換
の
基
礎
ご
し
て
又
経
済
行
忽
者
間
の
地
方
的
関
係
の
前
提
且
搭
蛍
者
ざ
し
て
、
五
日
人
の
欲
望
ケ
充
足
す
る
財
の
可
及
的
十
分
な
る
調
達
を
な
す
機
関
で
あ
る
。
分
業
的
貨
物
の
供
給
は
‘
享
楽
貨
物
も
共
貨
物
が
其
地
に
治
安
せ
ら
れ
ぎ
る
限
b
、
叉
牧
得
の
過
程
上
場
所
的
に
隔
離
せ
る
部
分
合
、
議
、
治
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
貨
物
も
共
に
、
股
待
地
よ
り
泊
費
地
に
湿
な
す
る
事
佐
保
件
ざ
す
。
放
客
及
び
、
通
信
の
交
遮
は
、
場
所
的
に
離
れ
た
る
人
々
問
に
、
交
換
貨
物
の
存
在
又
交
換
の
可
能
性
を
知
ら
し
む
る
に
依
り
、
又
は
英
人
々
の
商
契
約
守
成
就
せ
し
む
る
に
よ
り
て
、
財
の
生
産
販
寅
又
は
消
費
に
支
獄
二
一
七
商
業
さ
控
訴
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
我
等
の
経
済
波
態
に
於
て
、
交
通
は
交
通
経
済
上
の
財
の
生
産
及
び
夫
れ
に
基
っ
く
生
活
活
動
の
補
助
機
関
で
あ
る
。
経
済
以
外
の
赴
合
的
生
活
の
表
示
ざ
し
て
の
一
面
に
於
て
、
交
通
は
、
そ
れ
自
身
一
個
の
慾
望
さ
君
倣
す
ぺ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
併
し
之
&
慾
z
法
一
ご
呼
ぶ
の
は
司
甚
だ
不
通
蛍
な
意
味
、
郎
ち
一
個
の
目
的
に
潤
す
る
手
段
の
怠
味
に
於
て
に
過
ぎ
な
い
。
目
的
は
常
に
、
結
局
場
所
の
移
動
を
促
す
か
者
〈
は
要
求
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
旅
行
は
結
局
の
目
的
で
な
く
常
に
何
等
か
の
目
的
に
聾
す
る
手
段
で
あ
る
。
叉
草
に
族
行
の
ゑ
に
企
図
せ
ら
れ
た
る
稔
に
見
ゆ
る
業
族
行
も
、
健
康
の
培
活
、
刺
戟
、
気
散
じ
、
交
遊
等
の
促
進
が
、
本
来
二
え
の
目
的
で
あ
る
。
乍
併
又
度
接
の
目
的
の
外
に
、
滋
に
遊
戯
行
局
劫
舎
刺
戟
す
る
離
れ
た
る
目
的
が
あ
る
。
場
所
的
移
勤
に
よ
り
て
達
せ
ら
る
ぺ
き
目
的
は
、
其
経
済
的
保
件
に
於
て
慾
望
で
あ
る
。
故
に
非
経
済
的
交
通
の
目
的
は
、
場
所
の
移
動
+
佐
賀
現
す
る
た
め
の
交
通
機
関
に
よ
り
て
、
使
用
せ
ら
る
べ
き
貨
物
に
訴
す
る
慾
望
を
惹
起
す
。
而
二
一
八
し
て
こ
は
交
通
の
雨
方
面
を
連
結
す
る
経
済
的
連
鎖
で
あ
る
。
此
外
に
猶
非
経
済
的
目
的
行
結
局
の
反
動
に
於
て
、
経
済
的
生
活
に
輿
へ
ら
れ
た
る
間
接
の
連
繋
が
あ
る
(
例
へ
ば
、
知
識
、
経
験
、
思
想
の
傍
播
に
よ
り
、
財
の
股
得
及
び
商
業
上
に
及
ぼ
さ
る
、
族
客
交
通
及
び
通
信
の
影
響
.
後
山
連
せ
る
交
通
制
度
を
以
て
有
力
な
る
活
動
の
武
器
ざ
す
る
岡
家
行
政
に
よ
る
図
民
経
済
の
後
逮
)
0
此
迩
紫
は
、
双
方
の
多
く
の
目
的
に
同
時
に
或
は
交
互
に
役
立
つ
ざ
い
ふ
事
質
ご
同
様
に
明
か
な
事
で
あ
る
。
交
通
給
付
は
常
に
財
の
消
費
で
あ
る
。
交
、
過
の
雨
方
面
に
於
け
る
相
違
は
、
一
方
に
於
て
(
第
二
の
場
令
)
直
接
に
一
定
の
目
的
の
谷
川
に
起
る
ご
い
ふ
事
三
他
の
場
令
に
間
接
に
却
も
最
初
は
財
の
生
産
の
技
術
的
部
分
ご
し
て
起
り
、
然
る
後
始
め
て
一
定
の
生
活
目
的
を
充
た
す
ご
い
ふ
結
に
在
る
の
み
で
あ
る
。
交
通
方
法
の
製
作
且
使
用
の
た
め
の
努
働
の
使
用
ご
此
財
の
使
用
は
結
合
せ
る
も
の
で
あ
る
。
夫
で
現
在
の
区
域
に
於
て
、
債
値
に
濁
侍
し
経
済
が
常
に
其
周
因
子
回
縛
し
て
ゐ
る
雨
極
端
を
形
成
す
る
費
用
の
経
済
的
概
念
が
我
等
に
封
し
て
起
る
の
ぜ
あ
る
。
交
通
給
什
さ
は
、
経
済
的
費
用
で
あ
っ
て
一
方
に
於
て
財
の
生
産
設
次
に
消
費
費
用
で
あ
る
。
交
通
の
慾
望
は
一
定
の
方
法
で
経
済
的
目
的
が
、
慾
望
充
足
の
必
要
に
依
り
我
等
に
負
認
せ
ら
れ
た
る
費
用
を
要
求
す
る
種
々
な
る
経
済
的
及
び
非
経
済
的
目
的
で
あ
る
、
経
済
、
、
、
上
の
交
通
目
的
は
、
波
生
的
目
的
で
従
っ
て
波
生
的
、、
慾
望
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
併
し
交
活
の
一
一
印
に
の
み
酔
国
政
ま
る
の
で
あ
る
。
交
通
方
泌
の
経
済
的
本
質
は
、
こ
れ
に
て
十
分
指
摘
さ
れ
た
。
従
て
こ
れ
に
該
蛍
す
る
一
事
象
ケ
捕
促
す
る
に
は
更
に
共
他
の
概
念
的
補
助
手
段
子
要
し
な
い
殊
に
往
々
人
の
な
す
が
如
く
交
通
方
注
に
依
れ
る
経
。。
済
的
行
匁
台
生
産
ご
し
て
解
粋
す
る
ご
い
ふ
一
平
は
必
要
の
一
山
半
で
は
な
い
。
こ
は
各
経
済
的
行
免
?
貨
物
の
牧
得
さ
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
信
じ
、
債
値
創
造
、
債
倍
増
加
ご
し
て
生
産
訟
解
説
せ
し
概
念
上
の
分
類
上
の
困
難
守
除
い
た
さ
考
ふ
る
見
解
よ
り
出
づ
る
徐
流
で
あ
る
。
精
々
一
消
費
地
迄
貨
物
子
戦
没
す
る
貼
に
生
産
カ
ヤ
認
む
る
さ
い
ふ
原
則
に
基
っ
き
、
兵
の
運
送
一
般
交
迦
方
訟
の
経
済
的
意
義
さ
其
特
質
は
、
特
性
化
し
得
る
事
が
出
来
る
。
精
密
に
観
察
す
れ
ば
、
運
迭
さ
は
貨
物
の
牧
得
を
目
的
ご
し
て
起
b
交
換
経
済
的
財
の
生
産
の
一
部
ご
し
て
認
め
ら
る
》
も
の
で
あ
る
以
上
、
日
疋
は
旅
客
建
設
に
す
ら
遊
会
し
な
い
見
解
で
あ
ら
う
。
交
通
方
注
の
完
成
、
其
方
面
及
び
反
令
我
等
の
知
る
が
如
く
、
経
済
的
基
礎
は
、
交
遮
の
雨
方
面
に
共
通
性
あ
り
。
業
基
礎
に
依
り
て
、
交
通
の
完
成
及
び
俊
一
遥
上
の
方
向
が
指
示
せ
ら
る
、
此
基
礎
は
総
て
の
経
済
的
行
局
&
包
括
す
る
目
的
遂
行
の
場
令
、
比
較
的
僅
少
の
経
費
争
以
て
、
最
大
限
度
の
利
用
合
資
現
せ
ん
ざ
す
る
場
合
に
し
て
、
故
に
奥
へ
ら
れ
た
る
必
要
の
費
用
に
て
、
最
大
限
度
の
利
用
な
誘
致
す
る
か
、
又
は
出
来
う
る
限
り
最
少
の
経
費
じ
て
、
旦
応
キ
伊
達
し
得
べ
き
殺
果
。
ぜ
塞
ぐ
る
に
至
ら
し
む
る
場
人
官
で
あ
る
。
技
術
は
、
商
方
面
の
方
針
に
準
じ
表
示
せ
ら
れ
た
る
目
的
遂
行
に
、
方
訟
を
輿
へ
ん
ご
て
絶
え
宇
働
い
て
ゐ
る
。
日
疋
郎
ち
初
め
よ
り
今
日
記
~
も
、
交
通
方
法
の
完
成
に
挑
は
れ
た
る
総
て
の
努
力
の
経
済
的
内
容
で
あ
る
。
双
方
の
方
針
さ
は
、
一
方
ニ
一
九
商
業
さ
経
済
低
康
診
以
て
、
他
方
改
良
ざ
い
ふ
争
以
て
現
は
き
る
〉
の
で
占
の
る
。
先
づ
費
用
の
減
少
を
目
的
ご
せ
ゴ
る
技
術
的
進
歩
は
、
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
此
際
可
動
的
分
量
に
関
し
て
最
有
利
な
る
給
付
閲
係
を
成
就
す
る
事
、
其
結
局
自
然
よ
り
無
費
用
に
て
奥
へ
ら
れ
た
る
勤
カ
を
利
用
す
る
こ
さ
、
且
天
然
物
会
凌
改
し
て
漸
〈
得
ら
る
〉
他
の
勤
カ
ケ
此
目
的
の
た
め
尤
も
有
利
に
使
用
し
う
る
如
〈
匁
し
.
他
方
に
於
て
は
地
球
の
表
面
の
形
態
に
し
て
、
場
所
の
移
特
に
奥
ふ
る
妨
害
子
、
出
来
う
る
程
度
に
排
除
す
る
さ
い
ふ
車
買
に
就
き
論
壱
ら
る
、
も
の
に
し
て
、
立
(
外
出
来
う
る
丈
の
費
用
の
減
少
を
事
質
化
す
る
結
局
に
、
経
済
的
施
設
を
要
す
る
の
で
品
川
り
る
。改
良
ご
は
、
目
的
透
行
の
上
よ
り
見
て
、
高
き
限
皮
若
く
は
交
通
行
免
の
途
行
に
関
聯
せ
る
不
利
な
る
般
態
、
を
、
軽
減
す
る
が
如
き
程
々
の
方
面
会
意
味
す
る
に
あ
る
が
、
叉
白
ら
生
宇
る
財
の
消
費
の
節
約
方
面
子
も
い
ふ
の
で
あ
る
。
先
づ
長
も
貫
性
ら
る
〉
も
の
は
、
場
所
の
移
動
に
ニ
O
要
す
る
時
間
の
短
縮
印
も
交
通
の
蓮
皮
で
あ
る
。
貨
物
交
通
に
於
て
、
一
白
え
の
土
地
に
て
緊
急
を
要
す
る
需
要
の
あ
ら
ぬ
限
台
、
主
ご
し
て
経
費
節
減
の
見
地
よ
り
し
て
、
労
働
費
の
燦
止
、
貨
物
の
物
質
的
援
化
の
阻
止
、
利
率
の
減
少
も
考
慮
せ
ら
る
。
放
客
交
通
に
於
て
は
、
時
間
の
節
用
は
、
交
通
行
須
の
利
用
に
ご
り
で
、
遂
に
大
な
る
任
務
少
な
し
、
あ
る
限
度
に
於
て
は
、
時
間
の
節
用
は
又
費
用
の
節
約
さ
等
し
き
作
用
を
な
す
(
総
設
せ
ら
る
、
族
客
の
時
間
に
関
聯
せ
る
貨
物
の
治
費
及
び
、
立
(
減
少
が
経
費
の
節
約
ざ
し
て
計
算
せ
ら
る
、
労
働
費
に
つ
き
て
。
)
遜
信
に
於
て
は
極
め
て
迅
速
な
る
速
度
が
、
る
・
一
〈
本
質
的
に
茶
目
的
の
中
に
合
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
或
積
の
通
信
仁
は
紹
陸
的
要
求
で
あ
っ
て
、
通
信
の
後
遺
よ
り
受
領
に
至
る
(
買
際
的
に
計
出
せ
ら
る
〉
)
時
間
的
間
際
の
廃
止
が
起
b
来
る
。
肢
に
電
信
は
完
全
に
最
高
度
を
賀
現
し
、
電
話
も
絶
陸
畳
に
於
て
此
廃
止
を
賃
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
只
交
滋
の
安
全
を
述
ぷ
る
要
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
商
品
及
通
信
の
紛
失
、
損
害
に
謝
す
る
成
し
能
ふ
ぺ
き
安
全
、
一
事
故
に
劃
す
る
旅
客
の
安
全
並
び
に
貨
物
の
腐
敗
を
防
ぐ
殺
に
、
又
は
身
陸
上
の
使
盆
に
闘
し
、
輸
送
族
容
の
請
求
を
充
た
す
べ
き
迩
設
の
性
質
に
越
切
な
る
交
通
上
の
装
置
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
反
復
し
て
起
る
交
通
行
結
局
の
規
則
正
し
き
、
又
時
期
を
迷
ヘ
ゴ
』
る
質
施
は
、
時
の
位
低
を
曾
ぷ
文
化
階
級
の
重
ん
歩
る
彪
に
し
て
、
夫
に
は
外
部
の
一
障
害
及
び
故
障
を
凌
駕
し
う
る
技
術
営
要
す
る
の
で
あ
る
、
結
果
経
済
の
交
替
的
又
は
増
加
的
要
求
に
調
節
争
点
ゆ
詮
す
る
交
逃
給
付
の
披
扶
能
力
は
賃
設
せ
ら
る
。
交
通
完
成
の
二
つ
の
総
は
必
宇
し
も
平
行
し
て
迩
ま
ぬ
、
交
通
給
付
の
質
の
増
進
は
、
又
費
用
の
増
加
ご
関
聯
す
る
こ
ご
が
あ
る
。
而
し
て
是
は
一
営
に
新
ら
し
・
さ
稜
類
の
交
通
給
付
に
去
は
す
資
施
上
の
専
門
的
技
術
の
生
み
出
す
場
合
の
み
で
な
く
、
(
例
、
郵
便
に
劃
す
る
電
信
の
如
き
)
あ
る
又
は
同
一
の
交
活
方
法
に
て
.
或
貼
の
進
歩
せ
る
技
術
的
形
態
が
、
費
用
の
増
加
を
係
件
ご
す
る
一
帯
が
あ
る
。
主
な
る
場
合
、
銭
滋
.
汽
般
に
よ
る
速
さ
交
通
、
最
も
新
し
き
白
働
率
の
馬
車
に
潤
す
る
が
如
き
で
あ
る
o
又
天
然
カ
の
障
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
立
読
さ
其
特
質
害
的
影
響
?
排
除
す
る
設
備
に
よ
b
て
、
交
遮
の
安
全
さ
正
確
さ
を
増
加
す
る
事
は
是
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
電
信
、
電
話
線
の
地
下
線
の
如
し
。
者
し
ょ
b
完
全
な
る
給
付
が
、
受
領
者
に
さ
b
て
相
応
に
高
き
債
位
争
-
有
す
る
も
の
な
ら
ば
、
費
用
の
増
額
は
、
経
済
的
に
認
め
ら
る
〉
の
で
あ
る
。
且
此
場
合
は
債
格
商
き
に
も
拘
ら
争
、
経
済
的
利
盆
ご
な
る
。
俊
治
の
傾
向
は
、
乍
併
比
較
的
廉
な
る
立
味
に
て
作
用
を
な
し
又
英
致
呆
よ
り
見
て
廉
慣
に
愛
子
る
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
o
こ
は
絶
睦
的
量
に
よ
る
に
非
子
、
各
種
々
な
る
交
通
慾
盟
に
従
ひ
、
雨
素
因
の
比
較
的
分
量
に
拘
は
る
の
で
あ
る
。
後
法
上
の
経
済
的
要
黙
は
、
一
般
に
場
所
の
移
動
が
寅
現
せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
せ
ば
、
交
活
の
主
目
当
」
特
質
上
の
姿
求
は
或
最
少
限
度
に
、
恒
に
履
行
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
る
故
、
経
費
の
軽
減
守
目
的
ご
す
る
に
あ
る
。
経
軌
試
の
減
少
行
は
る
れ
ば
行
は
る
、
程
、
個
人
経
済
上
の
盆
多
数
の
も
の
に
、
其
交
通
行
免
が
行
き
亙
る
の
で
あ
る
。
費
用
の
節
減
は
、
交
、
通
行
結
局
の
漸
進
に
つ
れ
、
こ
れ
を
一
般
化
し
、
夫
を
以
月
刊
ゆ
き
・
.
、
，
U1Lzr
持
仰
』
え
之
官
叫
W
U
て
其
経
済
的
致
果
の
標
準
が
進
む
の
で
あ
る
。
低
廉
の
此
標
準
は
、
故
に
交
通
完
成
の
経
済
的
分
皮
器
で
あ
る
。今
記
述
せ
る
方
針
に
従
ひ
た
る
交
通
の
完
成
に
依
り
、
又
交
通
方
法
の
場
所
的
復
雑
化
に
よ
り
、
経
済
が
如
何
誌
に
影
響
せ
ら
る
、
か
合
研
究
す
る
要
が
あ
る。
我
等
は
‘
そ
の
形
態
が
全
く
交
遁
に
依
る
ぺ
き
、
交
換
経
済
的
貨
物
の
生
産
に
閲
す
る
市
中
よ
り
出
後
せ
ん
ぎ
す
る
の
で
あ
る
。
直
接
の
経
済
的
影
響
、
貨
物
の
波
長
能
カ
の
践
校
一
の
経
済
広
域
を
仮
定
し
共
住
民
ん
が
或
貨
物
印
ち
始
め
同
等
に
忠
は
る
〉
偵
位
決
態
ケ
顧
念
し
て
、
一
定
の
稲
類
の
貨
物
単
位
ケ
求
め
ん
ご
す
る
経
済
匝
域
ぞ
想
像
し
て
見
ん
。
其
区
域
の
兵
中
に
、
共
貨
物
が
一
定
の
債
格
に
て
消
費
の
た
め
運
送
せ
ら
る
冶
貨
物
の
生
産
地
が
あ
.
る
d
交
通
の
低
廉
な
る
に
よ
り
、
此
貨
物
ぞ
以
前
よ
り
一
層
遠
距
離
に
販
頁
せ
し
な
る
率
、
が
出
来
う
る
様
に
な
る
。
五
日
人
は
仮
定
せ
ら
れ
た
る
一
一
一
事
情
の
許
に
、
或
一
定
の
距
離
に
、
或
貨
物
を
版
、、
貢
す
る
経
済
的
可
能
性
争
、
貨
物
の
授
な
又
は
運
送
、、
能
力
三
名
づ
け
ん
、
此
能
力
は
運
送
費
の
低
落
に
よ
b
、
勢
ひ
増
加
す
ゐ
に
相
迷
な
く
、
従
来
運
送
能
力
が
或
地
駄
に
至
る
後
叫
池
袋
の
一
定
の
標
準
に
て
、
金
額
に
依
bJ
其
限
皮
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
運
共
投
の
低
漆
に
よ
り
て
、
北
(
依
格
が
運
活
費
b
j
」
込
め
て
販
支
が
丁
反
間
に
人
口
ふ
同
一
の
金
額
迄
及
ぶ
ご
い
ふ
地
貼
な
超
え
て
、
泣
く
貨
物
を
運
治
す
る
を
う
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
吾
人
は
販
支
匹
域
を
図
ざ
し
、
立
(
竿
径
が
、
共
距
離
に
貨
物
の
運
送
カ
が
及
ぶ
べ
き
距
離
合
表
は
す
も
の
ご
考
ふ
る
時
、
販
良
区
域
は
明
か
に
此
比
例
に
て
交
迩
低
廉
に
依
り
或
図
が
宇
径
の
延
長
に
よ
り
卒
面
積
を
増
し
た
る
萱
に
於
て
披
大
す
べ
し
。
或
一
定
の
区
域
範
岡
に
て
貨
物
を
販
去
す
る
経
済
的
可
能
性
争
、
貨
物
の
販
良
能
力
ご
し
て
表
は
す
な
ら
ば
、
次
の
原
則
が
生
や
J
る
。
「
貨
物
の
販
支
能
力
は
、
交
通
の
完
成
に
よ
り
て
、
図
が
竿
径
の
延
長
に
よ
り
て
、
面
積
を
増
す
ご
同
一
長
に
て
増
加
す
」
又
「
貨
物
の
販
頁
能
力
(
乃
至
市
場
)
は
、
交
滋
後
蓮
に
よ
る
運
送
能
力
の
二
一
策
比
に
て
増
加
す
』
ご
。
迩
送
能
力
は
或
方
向
に
向
へ
る
線
ご
し
て
考
へ
ら
れ
、
販
責
能
力
は
面
積
に
も
及
ぶ
も
の
さ
考
へ
ら
れ
た
。
今
記
載
せ
る
量
の
比
例
は
只
中
心
の
周
固
に
各
方
面
に
交
通
あ
る
や
』
前
提
ぎ
す
る
時
に
の
み
営
成
る
の
で
あ
る
。
然
れ
ざ
も
此
中
心
は
、
決
し
て
抽
象
的
知
で
な
く
夫
自
身
践
に
闘
で
あ
る
。
例
ム
ザ
運
送
人
の
肉
股
カ
又
は
車
で
あ
る
に
せ
よ
、
不
完
全
な
る
運
送
方
桧
に
て
逗
詮
せ
ら
る
〉
さ
、
同
一
の
竿
径
を
持
て
る
販
路
国
で
あ
る
Q
運
送
の
低
減
が
各
方
面
に
及
ば
十
し
て
単
に
一
個
の
延
長
せ
ら
れ
た
る
竿
径
に
の
み
及
ぶ
時
は
、
立
ペ
放
果
は
只
撰
大
せ
る
国
の
関
係
あ
る
扇
形
に
の
み
限
ら
れ
、
今
記
し
た
る
最
内
部
の
区
域
の
表
面
比
に
一
応
じ
て
延
長
し
、
運
送
能
力
の
縫
化
の
二
来
的
比
例
に
遣
す
る
?
得
な
い
。
理
論
的
原
則
の
一
般
的
理
解
に
於
て
は
、
こ
れ
よ
b
除
外
せ
ら
る
。
販
支
の
事
質
的
丑
は
、
勿
論
翠
に
場
所
的
販
貢
可
能
力
に
の
み
よ
る
に
非
子
し
て
、
共
闘
係
あ
る
面
積
の
上
に
現
存
し
、
且
其
債
他
放
態
に
賂
じ
、
貨
物
の
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
意
識
さ
巽
特
質
購
買
営
要
す
る
経
済
主
鰻
の
数
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
販
寅
量
を
、
運
送
の
低
落
に
よ
b
精
密
に
計
数
比
に
て
表
は
す
ぺ
し
ご
い
ふ
理
論
的
形
式
は
、
殆
ど
設
定
し
難
〈
、
/
砂
く
さ
も
事
賃
上
よ
り
見
て
見
出
し
得
，
さ
ゐ
前
提
よ
り
出
後
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
常
に
運
送
の
低
落
は
、
種
々
の
貨
物
に
於
て
「
需
要
の
掠
カ
性
」
に
依
れ
る
、
販
貢
貨
物
量
の
比
例
以
上
の
増
加
を
来
す
ご
い
ふ
事
は
、
種
々
の
場
合
に
謝
し
主
張
せ
ら
る
。
此
一
一
一
一
口
明
は
、
結
局
明
白
な
誰
人
に
も
、
活
性
る
事
買
に
基
き
た
る
結
論
を
基
礎
ご
し
た
の
で
あ
る
o
運
賃
の
低
落
は
、
交
換
経
済
的
販
寅
の
常
規
の
朕
態
に
於
て
、
生
産
地
に
て
消
費
せ
ら
れ
5
る
商
品
の
、
貢
債
の
減
少
合
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
或
る
商
品
二
般
的
需
要
あ
る
)
債
格
低
落
に
蛍
b
、
需
要
従
っ
て
事
質
的
購
買
は
、
低
落
せ
る
債
格
ご
、
従
前
の
よ
b
午
前
き
債
格
さ
の
比
よ
り
も
、
強
度
の
比
に
て
増
加
す
る
o
立
(
理
由
は
、
商
品
の
債
格
低
け
れ
ば
低
き
程
盆
多
く
、
購
買
力
の
乏
し
き
又
は
一
一
府
貧
し
き
消
費
者
の
階
級
が
入
手
す
る
や
E
え
、
現
在
の
所
得
分
配
に
於
て
一
居
貧
し
き
階
級
に
属
す
る
人
々
の
一
一
一
商
業
さ
経
済
数
が
、
官
者
階
級
の
数
含
超
ゆ
る
ご
い
ふ
事
買
に
し
て
、
就
中
よ
り
低
き
所
得
階
級
に
降
れ
ば
降
る
穂
、
盆
大
な
る
割
合
に
於
て
超
過
す
る
ご
い
ふ
知
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
斯
様
に
増
加
す
る
見
込
人
員
よ
り
、
兵
の
購
入
者
の
増
加
数
が
補
は
る
、
乍
併
販
貢
は
需
要
上
限
度
あ
り
て
、
需
要
の
限
ら
れ
た
る
披
張
能
力
は
、
相
調
的
減
少
を
作
用
し
、
遂
に
一
定
債
格
の
販
貢
の
中
絡
を
招
致
す
る
。
版
寅
長
に
於
て
の
陳
述
は
、
狛
又
販
頁
の
可
能
的
増
加
さ
該
商
品
の
供
給
の
趨
切
な
る
増
加
が
件
ふ
を
係
件
ざ
す
.
此
珠
件
は
明
か
に
あ
ら
ゆ
る
場
令
に
合
致
せ
歩
、
放
に
五
日
人
は
貨
物
の
債
格
に
及
ぼ
す
販
支
関
係
の
移
動
さ
不
可
分
の
関
係
あ
る
影
響
ヶ
ば
、
一
府
者
限
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
物
債
に
及
ぼ
す
影
響
貨
物
の
販
資
能
力
の
増
加
に
よ
る
経
済
的
mm
践
の
縫
化
は
、
債
格
の
上
に
及
ぶ
、
然
れ
ざ
も
此
除
貨
物
問
を
支
配
す
る
重
要
な
る
区
別
守
看
過
す
る
誇
に
は
ゆ
か
ぬ
。
只
一
佃
ざ
し
て
存
在
す
る
貨
物
に
於
て
は
建
設
費
の
緩
和
は
、
購
買
債
格
に
濁
し
て
は
無
関
係
ニ
ニ
凶
で
あ
る
。
此
事
は
容
積
貨
物
が
只
或
る
確
た
る
制
限
あ
る
標
準
に
て
の
み
得
ら
れ
、
且
丁
度
此
範
囲
内
に
て
事
質
的
需
要
に
依
り
て
使
用
せ
ら
る
、
当
時
の
場
合
に
も
蛍
依
る
。
英
外
披
張
せ
る
販
路
内
の
需
要
ケ
完
全
に
充
足
す
る
さ
も
、
多
少
の
分
長
で
の
泌
剃
需
要
の
部
分
的
充
足
で
あ
ら
う
さ
も
、
立
(
股
得
が
何
時
に
で
も
披
援
し
う
る
貨
物
に
拘
は
る
の
で
あ
る
。
只
か
〉
る
貨
物
に
於
て
は
、
供
給
上
の
競
争
の
た
め
、
迩
貨
の
低
溶
は
債
格
構
成
上
有
放
さ
な
る
一
平
が
あ
る
。
此
貨
物
に
計
上
せ
ら
る
〉
は
、
目
下
猶
長
期
間
大
多
数
の
叉
殊
に
多
数
人
民
の
生
計
に
準
挨
せ
る
生
産
品
で
あ
る
、
乍
併
此
陳
述
ケ
総
陛
の
附
民
経
統
制
上
の
た
め
に
も
.
勝
目
依
る
も
の
ご
し
て
考
察
す
る
を
要
す。
然
れ
ざ
も
此
際
生
産
の
増
加
は
只
経
費
の
増
加
に
よ
り
て
の
み
、
可
能
な
b
ご
い
ふ
は
、
甚
だ
底
き
場
合
?
除
外
す
る
の
で
あ
る
o
最
後
に
考
慮
せ
し
事
情
は
、
運
賃
の
低
落
の
結
果
に
劃
す
る
反
動
を
起
す
事
は
分
明
す
ぺ
〈
、
夫
に
就
き
て
経
済
生
活
上
甚
だ
重
要
な
り
て
は
い
ひ
、
滋
に
は
論
及
す
・
る
営
姿
し
な
い
。
五
日
人
が
不
完
全
な
る
交
通
方
法
の
存
立
す
る
に
蛍
b
、
・
既
に
或
貨
物
の
生
産
地
の
周
回
に
、
狭
き
販
路
が
形
成
せ
ら
れ
、
且
以
上
の
武
球
に
於
て
、
交
通
の
完
成
が
遜
行
し
あ
り
さ
の
限
定
保
件
合
基
ご
せ
ば
、
其
伐
件
の
詐
に
二
個
の
同
心
問
ゐ
り
て
、
共
中
の
内
部
の
図
は
、
古
き
販
路
念
表
は
し
、
其
後
の
も
の
は
新
ら
し
き
販
路
を
描
き
し
も
の
な
る
含
見
る
。
営
該
貨
物
の
供
給
の
披
技
能
力
の
多
く
の
場
合
は
、
分
離
し
て
考
へ
ら
る
。
貨
物
の
製
造
に
し
て
従
来
の
範
囲
ケ
超
ゆ
る
や
」
得
ゴ
る
な
ら
ば
、
狭
き
交
通
匹
域
の
住
民
は
、
依
然
ざ
し
て
猶
琶
の
如
く
生
産
量
-b4
自
ら
求
め
ん
ど
試
み
、
運
賃
の
低
下
は
生
産
者
側
よ
b
し
で
は
.
運
賃
の
低
下
に
相
賂
し
て
責
僚
は
高
め
ら
る
、
故
、
全
部
若
く
は
一
部
、
中
央
の
一
人
の
又
は
数
人
の
生
産
者
の
利
盆
ご
な
る
ぺ
し
。
乍
併
貨
物
の
生
産
一
に
し
て
、
増
加
能
力
あ
ら
ば
、
新
ら
し
き
販
路
に
於
て
既
に
同
様
な
る
貨
物
の
固
有
の
生
産
箇
所
の
存
在
せ
し
や
否
ゃ
を
区
別
す
ぺ
き
必
要
あ
b
o
後
の
場
合
に
於
て
は
、
雨
方
の
図
の
中
心
よ
り
単
一
貨
物
多
〈
生
産
せ
ら
る
、
よ
り
も
、
内
闘
に
接
鰯
し
て
外
国
に
一
般
交
泊
方
法
り
経
済
的
意
義
さ
巽
特
質
R
A
ぷ
迄
遠
く
貨
物
の
販
路
が
擦
が
る
。
若
し
生
産
が
需
要
の
極
度
ま
で
(
勿
論
同
一
な
る
肢
態
、
に
て
)
増
加
す
る
な
ら
ば
、
新
販
路
を
皆
超
え
る
か
、
叉
若
し
然
ら
、
ぎ
る
場
合
は
、
内
部
の
販
路
に
結
合
せ
る
闘
争
』
超
え
て
擦
が
る
の
で
あ
る
。
運
設
費
用
を
合
み
た
る
従
来
の
債
格
は
、
関
係
的
経
済
主
陸
に
謝
す
る
似
植
を
超
過
す
る
が
た
め
、
購
買
を
排
す
る
に
や
回
b
、
新
販
路
に
於
て
は
、
其
偵
格
に
て
貨
物
の
販
貢
せ
ら
る
或
債
格
が
表
は
る
o
新
販
路
内
の
此
債
格
は
、
夫
が
前
に
狭
き
販
路
の
接
鯛
部
分
に
於
て
成
立
し
た
り
し
金
高
で
あ
る
。
よ
り
狭
き
販
路
に
於
て
は
、
債
格
は
一
般
に
低
落
す
。
全
憾
の
販
路
内
の
各
地
方
は
、
間
早
に
運
送
貨
の
結
局
に
異
な
れ
る
債
格
を
一
不
す
。
書
一
中
に
生
産
地
ぎ
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
一
中
v
心
の
周
固
に
、
同
面
積
を
有
す
る
数
多
の
集
ま
れ
る
図
あ
り
て
、
其
面
積
の
内
に
て
中
心
よ
り
運
賃
丈
騰
貴
せ
る
債
格
が
致
カ
を
有
し
、
叉
夫
等
の
中
に
て
、
次
に
狭
き
も
の
に
相
謝
し
て
面
積
を
有
す
る
販
路
が
査
か
れ
た
る
を
見
る
。
総
て
の
購
求
者
が
、
貨
物
合
同
一
の
債
格
に
て
買
は
ん
ご
の
傾
向
あ
二
二
五
商
業
さ
経
済
る
は
、
最
初
に
限
定
せ
ら
る
〉
に
依
b
、
最
外
部
の
国
内
の
購
買
者
に
さ
り
で
は
、
債
格
は
其
内
部
の
囲
内
に
あ
る
購
買
者
が
、
最
高
の
債
格
限
度
内
に
て
貨
物
脅
求
な
る
債
値
さ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
我
等
が
其
前
提
を
執
ら
予
さ
も
、
債
格
の
場
所
的
差
別
の
た
め
に
、
又
種
々
な
る
個
人
的
債
低
状
態
に
於
て
、
一
般
に
債
格
に
謝
し
て
場
所
的
債
格
に
適
応
す
る
債
値
を
測
る
人
人
が
、
皆
其
貨
物
合
占
拠
め
う
る
欣
況
に
あ
り
さ
認
む
る
の
で
あ
る
。
我
壮
一
寸
が
若
し
後
の
俊
件
、
印
ち
貫
在
ご
一
致
す
る
仮
定
企
決
定
す
る
な
ら
ば
、
貨
物
の
生
産
が
、
業
他
の
区
域
内
の
需
要
の
完
全
な
る
充
足
を
見
る
迄
撰
張
せ
し
め
得
な
い
さ
の
場
合
に
お
し
、
注
目
す
ぺ
き
結
果
が
起
る
の
で
あ
る
。
此
場
合
は
殊
に
生
産
が
概
ね
従
来
の
程
度
に
止
ま
り
居
る
場
合
は
、
中
心
に
居
る
生
産
者
に
は
、
自
己
の
個
人
的
債
値
欣
態
に
顧
み
て
高
き
債
佳
子
支
梯
ふ
傾
向
あ
る
経
済
主
健
に
、
彼
等
の
総
生
産
量
会
販
寅
す
る
m
何
度
に
、
実
債
を
高
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
此
現
象
が
起
れ
ば
.
遠
き
販
路
内
の
債
格
低
落
は
、
そ
の
生
産
品
の
狭
き
従
来
一一一一ムハ
の
販
路
区
域
内
の
債
格
騰
貴
ぎ
関
聯
す
る
の
で
あ
る
此
債
格
騰
貴
は
、
各
其
事
情
に
応
じ
、
生
産
者
が
従
来
の
購
求
者
を
し
て
、
其
貨
物
の
牧
得
を
妨
げ
、
該
貨
物
量
を
外
部
の
区
域
内
に
販
資
せ
し
む
る
さ
い
ふ
結
果
さ
な
る
。
任
意
増
加
貨
物
に
於
て
は
、
此
現
象
は
一
時
的
に
起
る
も
の
で
、
印
ち
生
産
の
順
応
的
増
加
の
起
ら
ぬ
問
の
現
象
に
し
て
、
従
ひ
て
交
通
後
述
の
経
池
に
依
り
て
此
事
が
繰
返
さ
る
、
。
以
上
述
ぺ
た
る
事
項
は
、
貨
物
の
股
得
が
、
ニ
A
の
土
地
性
に
関
聯
せ
る
貨
物
販
貢
の
抽
象
的
童
市
で
あ
る
0
・
次
に
五
口
人
は
、
前
に
除
外
し
た
る
反
謝
の
場
合
に
就
き
て
論
を
進
め
ん
、
何
庖
に
も
得
ら
る
、
貨
物
に
つ
き
で
は
、
生
産
さ
消
費
さ
の
関
係
が
前
の
説
明
の
如
〈
、
交
通
方
法
完
成
の
前
に
起
り
た
る
庭
の
、
間
早
に
狭
き
区
域
さ
し
て
の
原
始
的
放
態
診
考
ふ
る
必
要
あ
b
。
交
通
方
治
の
完
成
は
、
然
る
時
は
、
其
中
に
彼
狭
き
区
域
の
合
ま
れ
た
る
慣
が
り
た
る
販
路
を
示
す
の
で
あ
る
。
狭
き
販
路
が
互
に
相
接
す
る
地
に
は
我
等
が
其
事
情
に
し
て
、
一
般
に
等
し
か
る
ぺ
し
さ
の
前
提
の
時
に
、
各
区
域
に
て
は
固
有
の
生
産
地
よ
り
移
送
せ
ら
れ
た
る
貨
物
に
謝
し
、
隣
接
区
域
に
於
け
る
ご
同
様
な
る
地
方
債
格
が
表
は
る
。
、
運
賃
の
低
落
が
、
一
般
的
の
も
の
な
ら
ば
‘
地
方
債
格
は
、
到
る
虎
夫
に
臨
応
じ
て
低
落
し
、
貨
物
の
購
買
に
就
き
で
は
何
等
の
後
勤
な
し
ο
然
れ
ゾ
と
も
運
賃
低
落
が
、
只
一
方
面
の
み
よ
り
起
る
さ
せ
ば
H
我
等
は
全
区
域
の
中
心
の
み
よ
り
さ
限
定
し
て
H
生
産
ご
販
長
さ
は
、
そ
こ
か
ら
従
来
の
境
界
を
超
え
て
溢
れ
、
低
き
債
格
が
純
国
営
扱
ぐ
る
程
、
深
く
侵
入
す
る
の
で
ゐ
る
。
交
通
の
完
成
は
決
し
て
場
所
的
に
四
方
に
同
様
な
る
完
成
を
結
局
す
に
非
宇
し
て
、
寧
多
少
共
長
期
に
亙
る
後
遠
の
時
期
に
よ
b
、
此
駄
に
於
て
不
完
全
な
る
を
免
れ
ざ
る
故
、
前
越
の
影
響
は
、
物
債
の
上
に
表
は
る
ご
も
、
只
局
限
せ
ら
れ
た
る
地
方
に
於
て
の
み
表
は
る
の
で
あ
る
。
乍
併
其
事
情
の
前
提
せ
ら
れ
た
る
平
等
性
は
、
甚
し
き
割
合
に
存
在
せ
ぬ
か
、
者
く
は
存
す
る
さ
い
ふ
事
、
又
は
種
々
な
る
区
域
に
於
て
の
同
和
貨
物
の
生
産
保
件
が
、
差
異
守
一
不
す
ご
い
ふ
事
寅
も
加
っ
て
来
る
。
よ
り
有
利
に
生
産
す
る
区
域
は
一
般
交
通
方
法
の
経
済
的
意
義
さ
業
特
質
自
ら
虞
き
範
囲
の
販
路
を
有
す
。
猶
其
他
此
匿
域
に
運
賃
の
低
落
も
有
利
さ
な
る
な
以
て
、
販
貞
は
不
利
な
る
生
産
保
件
を
有
せ
る
区
域
内
に
侵
入
す
る
に
依
り
、
立
(
慮
に
は
債
格
の
緩
和
が
起
る
の
で
あ
る
。
四
方
に
同
様
な
、
運
賃
関
係
を
有
す
る
時
、
有
利
に
生
産
し
う
る
広
一
域
の
販
路
は
、
不
利
に
生
産
し
う
る
も
の
の
販
路
の
或
一
部
争
点
品
会
し
、
其
結
果
、
販
路
が
其
彪
に
て
交
錯
し
、
双
方
の
生
産
品
は
、
等
し
き
債
格
就
中
区
域
の
一
部
に
て
は
、
緩
和
せ
ら
れ
た
る
債
格
を
示
す
の
で
あ
る
。
設
越
せ
ら
れ
た
る
範
囲
又
は
其
意
味
に
於
て
、
物
貨
の
低
落
及
び
債
格
の
平
均
が
、
交
通
完
成
の
影
響
ざ
し
て
設
定
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
殊
に
債
格
の
平
均
に
就
き
交
通
方
法
の
完
成
が
二
般
化
す
れ
ば
化
す
る
程
、
叉
経
費
の
減
少
が
披
ま
れ
ば
援
ま
る
ほ
芝
、
業
中
に
て
花
々
の
生
産
地
の
販
路
の
、
披
が
る
区
域
は
、
盆
範
囲
含
増
大
す
。
故
に
各
生
産
地
さ
、
積
々
な
る
消
費
匝
域
ご
の
問
の
関
係
並
び
に
、
需
要
地
さ
種
々
な
る
生
産
地
ご
の
販
路
関
係
が
復
雑
さ
な
る
。
盆
遠
方
ニ
二
七
商
業
さ
経
抑
制
の
範
固
に
於
て
は
、
債
格
は
等
し
〈
な
る
に
相
違
な
く
、
其
結
局
包
括
せ
る
区
域
内
に
て
、
深
刻
な
る
債
格
平
均
は
、
交
通
完
成
の
輿
ふ
る
著
し
き
影
響
さ
し
て
記
す
ん
を
得
。
乍
併
此
設
建
現
象
は
、
又
あ
る
区
域
内
に
て
、
地
方
債
格
の
表
は
す
差
異
の
、
漸
迩
的
紡
少
子
な
す
結
果
ご
な
る
の
で
あ
る
。
夫
故
に
接
近
せ
る
債
が
魂
は
れ
、
共
接
近
が
遂
に
経
済
生
活
に
於
て
、
此
些
細
な
る
債
格
差
が
、
恒
に
或
程
皮
ま
で
閑
却
3
る
る
廷
に
、
其
接
近
が
買
用
的
に
見
て
差
引
等
し
く
な
る
。
例
へ
ば
或
遠
隔
地
の
交
通
線
が
、
或
種
類
に
謝
し
些
少
の
金
額
の
差
異
あ
り
さ
も
.
製
産
者
は
英
資
上
げ
を
促
進
す
る
を
得
ご
せ
ば
、
自
己
の
商
品
守
山
首
此
消
費
地
に
、
同
僚
格
に
て
提
供
せ
ん
さ
心
を
勤
か
す
の
で
あ
る
。
又
は
多
く
の
場
合
に
於
て
、
か
、
る
些
細
な
運
賃
に
基
っ
く
債
格
差
は
、
尤
七
低
廉
に
求
め
う
る
其
土
地
か
ら
、
商
品
の
一
部
を
取
り
寄
せ
、
又
夫
に
よ
り
て
憤
管
あ
る
商
事
関
係
ケ
中
絶
す
る
が
如
き
事
を
、
消
費
者
を
し
て
決
心
せ
し
む
る
様
な
事
は
あ
る
ま
い
ー
さ
忠
ふ
。
結
局
者
し
一
定
の
地
域
内
若
く
は
全
国
内
に
て
、
運
賃
が
同
一
な
る
取
引
債
格
の
二
二
八
形
式
が
起
る
な
ら
ば
、
債
格
の
完
全
な
る
卒
均
が
、
か
、
る
区
域
の
範
固
に
豆
り
て
行
は
る
。
勿
論
同
一
の
性
質
を
有
し
、
各
方
面
か
ら
需
要
上
完
全
な
る
充
足
の
上
か
ら
見
て
、
供
給
せ
ら
れ
う
る
一
定
の
貨
物
債
格
に
つ
き
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
然
れ
JE
も
廉
債
の
外
に
、
又
交
通
完
成
の
他
の
方
面
が
影
響
ケ
及
ぼ
す
、
貨
物
並
び
に
通
信
の
輸
送
の
高
め
ら
れ
た
る
速
度
は
、
同
時
に
生
産
者
が
不
満
足
な
る
債
格
訟
の
み
求
め
得
た
る
如
き
彼
地
よ
り
、
生
産
ロ
聞
か
込
山
地
法
し
て
、
債
格
の
す
向
き
地
方
に
、
其
生
産
口
聞
を
提
供
せ
ん
が
た
め
、
極
々
な
る
需
要
区
域
に
於
て
、
商
機
の
竣
換
を
一
府
よ
く
利
用
す
る
事
が
出
来
う
る
の
で
あ
る
。
他
の
方
面
に
於
℃
は
、
消
費
者
は
一
定
の
時
期
に
、
購
買
す
る
こ
さ
が
最
も
有
利
に
結
局
し
う
る
其
地
に
て
、
常
に
需
要
を
充
足
す
る
事
が
出
来
う
る
。
完
全
な
る
通
信
は
此
外
、
牧
・
得
及
び
需
要
関
係
の
珠
想
的
将
来
の
形
勢
に
つ
き
、
一
般
に
期
ケ
逮
へ
、
ざ
る
指
定
を
奥
ヘ
、
従
っ
て
債
格
特
使
勤
の
珠
想
上
の
経
過
に
つ
き
て
も
指
定
争
奥
へ
、
其
上
運
送
機
関
の
泌
氏
逮
せ
る
給
付
能
力
は
、
需
要
地
の
地
方
的
過
剃口
m
h
T
、
迅
速
に
交
付
す
る
事
含
得
し
め
る
の
で
あ
る
。
諸
所
の
生
産
場
所
に
於
て
、
異
な
れ
る
時
期
に
得
ら
れ
た
る
生
産
品
に
於
て
は
、
市
場
は
同
時
に
商
品
を
供
給
し
う
る
庭
の
其
場
所
か
ら
、
往
々
求
な
る
事
子
得
。
か
、
沿
る
山
肌
態
の
共
同
作
用
の
結
果
は
、
又
一
府
康
総
固
に
で
精
確
な
地
卒
的
平
均
の
み
で
な
く
平
均
的
物
債
状
態
の
遂
に
恒
久
性
ケ
帯
び
た
る
、
商
品
債
格
の
或
時
期
的
卒
均
が
起
る
の
で
あ
る
。
或
反
カ
ル
A
T
N
動
的
原
因
、
例
へ
ば
企
業
聯
合
に
よ
り
て
、
債
格
の
規
定
な
ど
起
ら
ぬ
限
b
.
此
狭
き
限
界
に
て
の
動
揺
は
、
一
層
活
援
に
な
る
。
要
す
る
に
販
寅
及
び
競
業
区
域
の
披
張
ご
い
ふ
容
易
に
首
肯
せ
ら
る
〉
結
果
さ
な
る
。
消
費
地
に
劃
す
る
債
格
の
低
落
中
心
よ
り
貨
物
を
供
給
す
る
に
就
き
て
陳
述
せ
し
場
合
の
割
象
は
、
中
心
が
消
費
地
ざ
し
て
頼
、
ま
れ
た
る
あ
る
経
済
区
域
よ
b
、
中
心
に
供
給
を
な
す
現
象
で
あ
る
。
此
場
令
は
明
に
其
住
民
に
必
要
な
る
糧
食
会
、
農
業
的
生
産
区
域
よ
り
求
な
る
彪
の
大
な
る
、
都
市
的
移
住
地
に
於
て
言
明
せ
ら
る
。
消
費
者
の
会
一
.
般
交
活
方
法
り
経
抗
的
意
義
さ
並
(
枇
材
質
陸
が
、
夫
が
必
要
な
る
消
費
に
拘
は
る
限
b
A
1
の限切
令
就
に
起
り
来
る
此
の
極
の
貨
物
の
一
定
量
守
、
一
定
の
債
格
に
て
購
求
せ
ん
さ
欲
す
る
事
を
、
吾
人
は
其
事
情
に
準
じ
て
是
認
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
理
論
的
書
面
に
於
て
、
惑
に
我
等
に
一
不
す
に
、
中
心
b
o
廻
れ
る
許
多
の
固
に
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
一
品
域
を
以
て
す
、
国
は
会
健
の
需
要
伝
奥
ふ
る
市
場
匿
域
な
り
ご
す
。
更
に
会
匹
域
に
劃
し
、
同
様
な
る
生
産
俊
件
を
前
提
に
置
く
。
消
費
地
の
債
格
は
故
に
、
夫
に
該
蛍
す
る
製
造
債
格
の
金
額
に
加
ふ
る
に
、
外
部
の
環
よ
り
の
、
運
賃
丈
多
き
事
を
表
は
す
。
生
産
口
聞
を
中
心
に
於
け
る
合
同
一
債
格
に
販
寅
す
る
庭
の
川
内
部
の
環
内
に
居
る
生
産
者
は
、
中
心
迄
の
運
賃
の
減
じ
た
る
よ
り
も
一
層
割
高
に
、
そ
の
債
格
ケ
維
持
す
る
を
得
る
欣
態
に
在
h
。
故
に
其
事
情
に
依
り
、
市
場
に
後
生
し
た
る
差
額
地
代
が
特
徴
化
し
た
る
や
r知
る
。
扱
交
通
方
法
の
完
成
が
運
賃
の
低
落
を
招
致
す
る
な
ら
ば
、
従
来
十
分
な
る
供
給
を
う
け
た
る
消
費
地
に
宛
て
供
給
せ
ら
れ
た
る
事
よ
り
除
か
れ
て
ゐ
た
る
最
外
部
の
国
外
の
区
域
は
、
業
供
給
に
関
し
て
同
ニ
ニ
九
商
業
さ
経
済
等
の
債
格
者
〈
は
、
従
前
に
比
し
て
よ
り
低
廉
な
る
債
格
す
ら
も
表
は
る
る
欣
況
に
あ
る
。
然
る
時
は
よ
り
内
部
の
闘
内
の
生
産
者
は
、
此
競
業
を
除
く
た
め
、
其
債
ケ
低
下
す
る
の
徐
義
な
き
に
至
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
消
費
地
に
於
け
る
需
要
が
不
綾
な
る
限
b
、
消
費
地
に
製
し
て
物
債
の
軽
減
を
見
る
は
、
交
通
完
成
の
殺
果
で
あ
る
。
中
心
に
あ
る
債
格
の
低
落
は
、
運
賃
の
減
少
の
程
度
に
従
ひ
、
内
部
の
生
産
者
の
一
部
に
は
、
並
(
利
盆
の
減
少
子
楽
し
、
他
に
は
同
一
の
放
態
を
、
遂
に
従
来
最
高
き
運
賃
を
負
捨
せ
し
其
他
の
者
に
さ
り
て
、
立
(
利
盆
よ
り
流
用
さ
る
る
事
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
消
費
地
に
於
け
る
需
要
が
、
増
加
す
れ
ば
、
其
他
の
債
格
は
自
然
叉
騰
貴
す
る
に
遼
ひ
な
い
。
こ
れ
需
要
を
完
全
に
充
す
た
め
、
従
来
外
部
に
置
か
れ
た
る
市
場
匝
域
の
生
産
品
企
取
寄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
途
に
は
需
要
の
機
絞
的
増
加
に
営
り
、
丁
度
撰
張
せ
ら
れ
た
る
区
域
に
劃
し
て
の
み
、
一
克
の
般
勢
が
回
復
す
る
な
ら
ん
。
者
し
生
産
保
件
が
同
一
に
あ
ら
子
、
交
通
の
完
成
に
よ
り
、
二
三
O
従
来
の
狭
き
区
域
よ
り
市
場
区
域
に
新
た
に
入
り
た
る
区
域
が
、
一
層
廉
債
に
供
給
し
得
る
を
え
し
時
の
み
、
増
加
せ
る
需
要
の
作
用
に
豚
.
迫
を
輿
へ
、
債
格
の
差
さ
運
設
賃
低
落
の
割
合
に
て
、
反
作
用
甚
だ
強
〈
な
り
、
立
(
骨
川
内
部
匝
域
の
債
格
に
、
主
(
債
格
を
従
来
の
割
合
以
下
に
低
落
さ
す
る
臨
時
泡
ぞ
及
ぽ
す
耗
に
強
く
な
る
事
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
其
結
果
ざ
し
て
遂
に
差
額
地
代
が
緩
和
せ
ら
れ
、
結
局
消
費
し
還
さ
る
か
、
加
之
債
格
は
必
要
な
る
生
産
費
以
下
に
低
落
せ
ら
る
、
に
至
る
事
も
あ
る
べ
し
、
さ
れ
ぎ
こ
れ
は
勿
論
生
産
保
件
の
、
非
常
に
異
な
れ
る
時
に
の
み
思
考
し
得
ら
る
る
極
限
の
場
合
で
且
生
産
保
件
が
全
く
等
し
か
る
ぺ
き
仮
定
は
、
又
狭
き
広
域
の
内
部
に
は
趨
中
せ
や
只
内
部
の
関
内
の
生
産
者
の
中
、
貝
取
不
利
に
生
産
す
る
人
々
の
み
が
、
競
争
外
に
拾
か
る
が
如
き
方
漆
で
精
々
貫
現
し
う
る
事
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
.
斯
の
如
く
運
治
賓
の
低
落
に
よ
b
て
、
従
来
市
場
広
域
外
に
置
か
れ
た
る
生
産
直
域
が
、
此
新
ら
し
き
区
域
に
引
き
込
ま
れ
、
消
費
地
に
向
ひ
て
関
か
れ
た
る
販
寅
が
、
是
迄
一
般
に
販
寅
す
る
を
得
r-り
し
生
産
量
を
消
化
す
る
の
み
な
ら
や
J
又
日
疋
迄
地
方
的
需
要
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
る
生
産
量
を
も
把
捉
す
る
な
ら
ば
、
明
か
に
其
地
に
は
債
格
勝
賞
を
楽
し
、
業
結
果
又
か
、
る
朕
態
の
許
に
、
或
程
度
の
債
格
の
卒
均
が
起
る
に
相
迷
な
い
。
貨
物
の
迩
送
費
ε交
換
債
値
ご
の
関
係
諸
種
の
貨
物
の
一
定
一
徹
三
市
場
債
格
ご
の
関
係
は
其
市
債
の
割
合
に
従
ひ
異
な
る
を
以
て
、
各
是
等
の
・
革
命
に
従
ひ
、
交
通
方
漆
の
完
成
に
依
る
影
響
も
相
異
な
る
。
如
斯
比
較
に
際
し
、
凡
て
の
貨
物
は
其
際
共
性
質
の
差
別
な
く
同
一
の
単
位
に
蹄
着
す
ご
考
へ
ら
れ
た
る
其
畳
間
早
位
に
向
ひ
て
奥
へ
ら
れ
た
る
、
運
送
費
、
い
調
し
、
極
々
な
る
貨
物
の
畳
間
単
位
の
市
場
債
格
が
表
は
る
の
で
あ
る
。
是
に
劉
し
特
有
償
値
ご
い
ふ
名
務
が
提
供
せ
ら
れ
た
る
が
、
恰
も
此
専
門
名
務
を
求
h
u
る
必
要
が
絶
割
に
剣
明
せ
ぬ
。
貨
物
の
か
く
比
較
せ
ら
る
〉
交
換
依
値
さ
、
一
定
の
運
賃
ざ
の
問
に
在
る
関
係
は
重
要
な
る
結
果
含
明
か
に
な
す
。
(
註
、
滋
に
は
市
場
債
格
さ
交
換
債
依
さ
は
同
意
一
般
交
活
方
法
の
経
済
的
意
義
さ
巽
特
質
義
に
使
用
さ
る
。
理
論
上
雨
概
念
の
間
に
在
る
微
細
な
る
差
を
指
摘
す
る
を
得
る
が
、
此
庭
に
在
る
説
明
に
は
影
響
が
な
い
、
理
論
的
国
家
経
済
的
学
原
論
、
二
七
六
頁
参
照
)
。
運
賃
は
、
吾
人
の
知
る
如
く
、
生
産
地
の
貨
物
の
生
産
費
ご
泊
費
地
の
購
買
者
に
謝
す
る
貨
物
の
個
人
債
値
の
問
の
差
異
(ω
宮
5
5
m
)
を
ば
、
其
差
異
の
存
す
る
限
り
に
て
補
填
す
る
o
者
し
我
等
が
一
般
に
市
場
に
川
ケ
の
よ
き
商
品
の
普
通
の
債
格
構
成
に
就
き
関
係
少
な
き
資
産
者
の
少
数
者
を
除
外
し
且
消
費
者
の
大
多
数
の
平
均
診
主
眼
さ
せ
ば
、
最
上
位
の
種
々
な
る
資
産
階
級
は
、
至
る
庭
殆
同
様
な
り
さ
の
事
買
を
顧
み
て
、
経
費
及
び
引
渡
し
債
格
の
高
き
に
つ
き
、
低
き
市
場
債
格
ご
高
き
市
場
債
格
さ
の
間
に
あ
る
区
別
字
決
定
す
る
事
が
出
来
る
。
低
き
交
換
償
値
あ
る
貨
物
に
於
て
は
、
市
場
債
格
は
貫
際
に
人
口
の
大
多
数
の
債
位
攻
態
に
従
ひ
て
定
ま
る
ぺ
き
を
以
て
、
市
場
債
格
は
夫
に
附
随
す
る
債
値
欣
態
に
面
し
て
、
生
産
及
び
消
費
地
の
市
債
の
問
に
頴
著
な
る
差
異
は
生
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
一
一一-ー
商
業
さ
経
済
資
産
階
級
に
越
す
る
交
換
債
依
の
貨
物
は
、
生
産
地
及
び
消
費
地
問
の
債
格
の
異
常
な
る
差
異
を
表
は
す
事
が
あ
る
。
ぞ
れ
は
比
較
的
の
も
の
に
非
や
し
て
寧
絡
調
的
金
額
子
云
の
で
あ
る
o
生
産
が
.
其
地
に
て
行
は
る
、
限
り
、
消
費
地
に
て
の
該
貨
物
者
〈
は
補
助
貨
物
の
生
産
上
、
自
ら
刺
戟
す
る
一
準
備
に
よ
り
て
う
け
た
る
債
格
の
差
異
に
限
り
が
あ
る
。
乍
併
前
述
の
程
類
の
貨
物
に
於
て
は
、
此
限
度
ま
で
至
る
迄
に
は
1
市
場
債
格
に
非
常
の
差
異
あ
る
事
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
資
産
階
級
が
常
に
或
範
問
に
て
、
良
好
き
の
者
が
、
比
較
的
高
き
債
格
に
て
其
貨
物
を
依
値
あ
る
も
の
さ
忠
ひ
た
る
其
償
他
扶
態
ヶ
、
自
ら
英
中
に
考
ふ
る
匁
で
あ
る
。
(
吾
人
は
此
例
詮
の
債
格
構
成
に
着
目
し
て
は
な
ら
ぬ
|
如
何
さ
な
れ
ば
、
者
し
取
引
に
し
て
一
旦
行
は
る
れ
ば
、
一
商
品
に
割
し
、
生
産
地
の
債
格
以
上
運
賃
の
外
支
挑
ふ
者
な
き
故
l
寧
収
引
の
開
始
は
、
最
初
の
債
格
構
成
に
基
づ
き
て
想
像
す
べ
き
で
あ
る
。
)
運
賃
に
よ
れ
る
債
格
の
差
異
を
補
填
す
る
に
は
、
一
定
の
分
皮
が
あ
る
。
よ
り
高
債
な
る
交
換
債
値
ケ
有
す
る
貨
物
は
、
夫
故
に
交
換
債
依
少
な
き
貨
物
よ
り
も
、
高
き
運
賃
に
て
総
没
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
(
夫
は
運
賃
の
絡
調
的
数
字
を
い
ふ
。
)
個
人
債
値
さ
交
換
依
値
さ
の
関
係
の
考
察
は
反
調
的
見
解
の
設
謬
を
説
く
、
嘗
て
次
の
如
き
論
議
を
児
た
り
、
貨
物
の
債
他
高
け
れ
ば
高
き
程
、
よ
り
少
な
き
運
賃
ケ
負
捻
す
ぺ
〈
、
低
値
少
な
れ
ば
少
な
る
程
盆
高
き
運
賃
が
有
り
う
る
な
り
ご
。
又
或
人
日
〈
或
商
品
の
債
格
は
巳
に
夫
白
身
高
き
を
以
て
、
狛
高
き
運
賃
に
て
制
限
す
る
は
官
舎
得
な
い
、
夫
に
反
し
尿
債
な
る
商
品
は
版
去
に
拘
は
る
四
位
、
運
賃
じ
よ
り
て
高
炉
、
ざ
な
り
符
な
い
、
こ
は
殆
同
様
な
る
低
値
状
態
が
、
凡
て
の
購
買
者
に
あ
る
時
至
一
一
一
一
口
で
あ
ら
う
、
乍
併
事
態
は
反
濁
な
る
や
」
以
て
、
種
々
の
運
賃
が
印
ち
其
中
に
正
に
正
し
き
経
済
的
現
象
が
存
在
す
る
債
依
欣
態
が
郁
々
の
も
の
に
迎
合
す
る
の
で
あ
る
。
ょ
土
品
き
運
賃
は
決
し
て
常
該
貨
物
の
高
き
交
換
依
位
に
劃
す
る
、
精
宥
な
る
比
例
に
あ
る
を
要
し
な
い
、
如
何
さ
な
れ
ば
個
々
の
場
合
に
於
て
あ
り
う
ぺ
き
差
異
は
、
交
換
債
値
に
・
蛍
し
か
、
る
比
例
舎
な
し
て
存
在
し
な
い
¥
増
加
迩
貨
は
、
比
較
的
僅
少
で
あ
る
ぺ
き
も
の
に
し
て
、
従
っ
て
よ
り
高
き
、
運
賃
測
定
に
お
し
、
共
運
賃
が
金
額
の
関
係
中
に
合
ま
る
さ
い
ふ
事
か
ら
案
出
せ
る
全
く
謀
れ
る
異
論
で
あ
る
。
運
賃
は
交
通
量
車
位
の
賃
率
さ
、
運
送
距
離
さ
の
乗
お
よ
り
生
十
る
争
以
て
、
一
定
額
の
逗
法
貨
卒
に
於
て
は
、
高
債
な
る
貨
物
は
、
債
少
な
き
貨
物
よ
り
も
‘
遠
距
離
に
運
送
能
力
さ
版
寅
能
力
さ
ゐ
b
。
運
送
貸
率
が
夫
自
身
既
に
高
げ
れ
ば
、
債
値
乏
し
き
種
類
の
貨
物
は
、
運
送
能
力
は
甚
制
限
せ
ら
る
、
か
又
は
廃
止
せ
ら
る
。
漸
く
低
き
運
送
貨
準
・
が
夫
に
販
貢
能
力
の
披
張
を
来
き
し
め
、
殊
に
緩
和
が
行
は
る
れ
ば
行
は
る
〉
程
、
多
き
割
合
-
?
以
て
披
張
せ
ら
る
。
高
債
な
る
貨
物
は
、
高
き
運
賃
を
課
せ
ら
る
、
h
も、
亦
運
賃
の
低
落
に
よ
り
、
債
少
な
き
貨
物
に
て
生
十
る
よ
り
も
遂
に
高
き
比
例
を
な
し
て
増
加
す
る
販
寅
能
力
を
遠
く
占
む
る
の
で
あ
る
。
五
口
人
は
こ
の
得
た
る
考
察
を
原
則
に
綜
合
す
る
か
」
得
る
な
り
。
「
椛
々
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
る
貨
物
の
販
貨
能
力
の
披
肢
は
、
奥
へ
ら
れ
た
る
時
、
、
、
、
期
、
並
び
に
交
通
方
泌
の
完
成
に
よ
れ
る
其
貨
物
の
一
般
交
誼
方
法
の
経
泊
的
意
義
さ
英
特
質
、
、
、
、
、
、
、
、
債
値
の
階
段
に
相
肱
す
。
」
此
理
由
よ
り
し
て
、
従
前
狛
不
完
全
な
る
交
通
方
決
の
存
在
せ
し
時
は
、
高
債
な
る
商
品
の
み
、
栢
々
な
る
又
は
遠
き
生
産
地
及
び
消
費
場
所
の
債
格
平
均
・
の
競
争
の
影
響
を
う
け
、
夫
に
反
し
他
の
貨
物
は
、
只
局
畑
山
せ
ら
れ
た
る
範
闘
に
於
て
の
み
運
送
能
力
あ
り
、
叉
低
廉
な
る
も
の
は
概
ね
、
地
方
的
に
販
真
能
力
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
丁
皮
人
民
の
大
量
消
費
の
物
の
み
、
或
狭
き
匝
域
内
に
て
・
取
引
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
只
或
地
方
に
の
み
求
め
得
ら
る
る
か
、
又
は
夫
に
封
し
必
需
的
貨
・
物
仁
於
て
起
る
現
象
で
あ
る
、
運
賃
に
其
債
値
丈
の
泡
営
な
比
例
を
表
は
す
ぺ
き
一
般
的
慾
望
の
個
々
の
貨
物
診
ば
例
外
ざ
し
て
で
あ
る
。
只
甚
低
廉
な
る
運
迭
を
可
能
な
ら
し
む
る
天
然
的
水
路
の
存
在
せ
し
庭
の
み
、
遠
距
離
に
原
料
品
佐
治
る
事
を
得
た
る
も
の
な
る
が
、
叉
交
通
方
訟
の
一
般
的
完
成
は
、
始
め
て
各
方
面
の
廉
債
な
る
交
換
依
値
の
貨
物
に
濁
し
、
甚
だ
遠
距
離
に
運
送
能
力
を
惹
起
し
て
、
根
本
的
の
勤
務
?
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
、
貨
物
の
版
資
及
び
債
格
上
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
き
で
商
業
さ
経
済
は
前
に
準
げ
た
る
一
一
一
一
口
明
は
た
さ
へ
微
細
の
差
異
あ
り
さ
も
、
各
様
の
貨
物
に
劃
し
て
蛍
成
る
。
さ
れ
ど
も
交
通
の
完
成
は
、
大
量
消
費
の
貨
物
の
運
賃
を
、
高
債
な
る
貨
物
に
劃
す
る
よ
り
も
低
落
せ
し
な
る
を
得
た
る
に
依
b
、
交
通
の
完
成
は
此
標
準
を
緩
和
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
次
に
得
た
る
設
定
は
.
結
局
次
の
一
般
的
な
る
解
蒋
を
認
め
し
む
。
或
貨
物
の
債
格
が
、
高
け
れ
ば
高
き
程
|
甲
}
れ
は
常
に
述
べ
た
る
特
有
償
値
l
同
様
な
る
状
態
の
詐
に
於
て
、
前
述
の
賂
に
於
て
運
賃
は
、
盆
影
響
少
さ
な
る
。
故
に
交
通
関
係
の
影
響
は
資
債
(
業
金
高
さ
其
高
低
)
及
び
販
貨
を
健
件
つ
く
る
事
情
等
の
他
の
も
の
に
調
比
し
て
盆
少
く
な
る
。
且
叉
反
調
に
貨
物
の
債
格
が
低
落
す
れ
ば
す
る
抑
制
、
其
他
の
も
の
か
4
同
一
に
し
、
債
格
及
び
販
貰
関
係
に
封
し
、
運
賃
は
盆
決
定
的
さ
な
る
。
此
黙
に
於
て
一
定
の
作
用
を
惹
起
す
る
怨
に
、
盆
大
な
る
交
通
完
成
を
要
す
。
貨
物
の
債
格
及
び
販
責
関
係
に
及
ぼ
す
交
通
の
後
遺
、
運
賃
低
落
の
影
響
は
、
貨
物
の
債
格
さ
反
比
例
?
な
し
て
ゐ
る
4
勿
論
・
こ
は
数
m
学
的
に
は
、
厳
重
二
三
四
に
解
決
せ
ら
れ
5
る
原
別
で
あ
る
。
